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案

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
早
急
な
解
決
を
求
め
る
意
見
書

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
の
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
に
対
す
る
主
権
の
侵
害
、
日
本
国
民
の
生
命
・
安
全
に

関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
早
急
な
全
面
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
年
六
月
の
米
朝
首
脳
会
談
や
九
月
の
南
北
首
脳
会
談
に
よ
り
、
解
決
に
向
け
て
大
き
く
進
展
す
る
と
期

待
さ
れ
た
が
、
北
朝
鮮
は
国
営
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
「
拉
致
問
題
は
解
決
済
み
」
と
す
る
な
ど
具
体
的
な
進
展

は
見
ら
れ
て
い
な
い
。

政
府
は
、
全
て
の
拉
致
被
害
者
の
安
全
確
保
と
早
急
な
帰
国
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

数
十
年
も
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
拉
致
被
害
者
本
人
と
帰
国
を
待
つ
家
族
の
忍
耐
は
も
は
や
限
界
を
超
え
て

い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
関
係
各
国
と
緊
密
に
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
平
和
的
手
段
を
講

じ
て
一
刻
も
早
い
日
本
人
拉
致
問
題
の
完
全
解
決
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
三
十
年
十
二
月
十
二
日
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